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年
度
の
入
退
会
者
リ
ス
ト
が
送
ら
れ
て
来
た
。
逝
去
者
以
外
に
も

親
し
か
っ
た
方
々
が
大
勢
退
会
し
て
い
る
。
老
齢
や
病
な
ど
様
々
な
事
情
が
有
っ
た
の
だ
ろ
う
。

寂
し
さ
が
募
る
一
方
で
、
愉
快
だ
っ
た
思
い
出
と
顔
が
一
人
ず
つ
湧
い
て
き
た
。 

大
越
さ
ん
：
「
何
で
も
書
こ
う
会
」
の
名
司
会
者
、
社
会
の
裏
表
に
精
通
し
た
反
骨
・
反
権
威
主

義
者
、
毒
舌
の
批
評
家
、
酒
屋
料
理
の
達
人
、
ジ
ャ
ズ
評
論
家
、
晩
年
は
土
偶
や
縄
文
文
化
に

強
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
。
気
も
合
い
、
最
高
に
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
友
人
だ
っ
た
。 

平
尾
さ
ん
：
Ｏ
Ｂ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
を
長
い
期
間
務
め
た
。
振
舞
い
と
文
章
力
は
軽
妙
洒

脱
。
二
次
会
・
三
次
会
の
後
に
同
じ
電
車
で
帰
宅
し
な
が
ら
よ
く
話
を
し
た
。
退
会
前
は
や
や

呆
け
始
め
て
い
た
が
、
実
存
哲
学
な
ど
に
造
詣
が
深
か
っ
た
な
あ
！ 

三
春
さ
ん
：
ロ
シ
ア
語
科
と
落
研
の
出
身
で
幅
広
い
人
脈
を
持
ち
、
社
会
事
情
に
詳
し
く
、
酒
に

滅
法
強
い
。
機
知
と
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
文
章
は
他
者
の
追
従
を
許
さ
な
い
本
会
看
板
の
マ
ド

ン
ナ
だ
っ
た
。
フ
ォ
ト
句
会
で
は
私
と
彼
女
だ
け
が
度
々
同
じ
作
品
に
評
点
を
入
れ
て
い
た
。

感
性
が
少
し
似
て
い
た
の
か
な
？ 

大
月
さ
ん
：
寡
黙
・
温
厚
・
篤
実
の
代
名
詞
の
よ
う
な
人
物
。
民
俗
学
関
連
書
籍
や
古
典
に
通

じ
、
と
く
に
江
戸
期
の
菅
江
真
澄
に
対
す
る
愛
着
は
凄
か
っ
た
。
蕎
麦
屋
で
作
り
方
を
教
わ
っ

た
ジ
ャ
ガ
芋
膾
は
私
の
好
物
に
な
っ
て
い
る
。 

浜
田
さ
ん
：
博
学
に
し
て
凝
り
性
、
筆
致
流
麗
な
文
を
認
め
る
。
浜
田
、
平
尾
、
三
春
、
私
の
四

人
で
対
馬
旅
行
に
出
掛
け
た
こ
と
が
あ
る
。
ツ
シ
マ
ヤ
ネ
コ
や
金
田
城
址
に
対
す
る
彼
の
思
い

入
れ
と
好
奇
心
の
強
さ
に
は
レ
ン
タ
カ
ー
運
転
手
と
し
て
参
っ
た
。 

児
玉
さ
ん
：
時
々
わ
が
家
に
会
社
の
若
手
連
中
を
招
い
て
い
た
頃
に
彼
も
来
た
。
上
司
不
満
の
受

け
皿
は
妻
の
役
目
だ
っ
た
。
後
年
に
妻
曰
く
「
児
玉
く
ん
が
定
年
過
ぎ
ま
で
会
社
で
我
慢
で
き

る
と
は
思
え
な
か
っ
た
わ
」 

こ
の
世
に
は
会
社
以
上
に
我
慢
出
来
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
松
谷
さ
ん
、
内
藤
さ
ん
、
塚
田
さ
ん
、
田
原
さ
ん
、
小
寺
さ
ん
、
首
藤
さ
ん
、
斎
藤
さ

ん
、
大
泉
さ
ん
、
上
原
さ
ん
、…

と
想
い
が
続
く
。 

 

次
の
会
は
彼
岸
の
蕎
麦
屋
か
酒
場
で
も
結
構
、
ま
た
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。 


